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お忙しい中、iPadの引き取りに学校まで足を運んでいただきありがとうございました。不定期ではあ

りますが、学校から iPadの活用やプログラミング教育、情報モラル教育等、情報教育についての情報を

発信していきます。 

 

OECD が実施した国際学力到達度調査(PISA2018)の結果による

と、日本の子供たちはチャットやゲームなどでの情報端末の利用率は

高くなっていますが、授業や宿題や授業の復習や関連資料の検索など

学習への情報端末の利用率は極めて低くなっています。そのような状

況の中で配備された 1 人 1 台の学習用のタブレット端末ですが、今後

試行錯誤しながら学習への活用を図り、子供たちの情報活用能力を伸

ばしていきたいと思います。保護者の皆様のご協力をお願いします。 

 

 

「うえのはらタブレット活用のルール」を配布します 

子供たちに「うえのはらタブレット活用のルール」（第 1版）を配布します。低学年・中学年・高学年

でそれぞれ表記は違いますが、内容は全て同じです。今後運用していく中で出てきた課題に応じて随時

改定していきたいと思います。必ずお子さんと一緒に内容の確認をしてください。 

いくつかの内容について補足いたします。 

手提げ袋の準備をお願いします 

 

学校では、給食袋のように手提げ袋に入れてつくえの横に掛けますの

で、手提げ袋の準備をお願いします。3年生以上は通常教室置きになる有

線接続キーボードを一緒に持ち帰ることがあります。キーボードの幅は

285mm、iPad の幅 270mm ですので、開口部は 300mm 以上あれば

大丈夫です。手提げの素材については特に指定はありません。机上で水筒

などがこぼれた際に直接かからないような構造となっているものが望ま

しいですが、必須ではありません。また、必ず記名をお願いします。 

１ 活用する場面 

 ・登下校中は、タブレットはランドセルや手さげぶくろに入れて、出しません。 

２ 学校で活用するとき 

 ・使わない時や席をはなれるときは、クラスで決められた場所にかならずしまいます。 

（『産経新聞デジタル 2019.12.3』より引用） 

 

家庭数 



充電場所については十分は配慮をお願いします 

 

情報端末はこれからの社会で必要となる情報活用能力を身に

つけたり、効率よく学習をしたりするためには必要なものであ

る反面、年齢が低いうちから自由に長時間使える状況が生じる

ことでインターネット依存のきっかけとなることがあります。

適切な制限を課すことでより良いものとしていただけるようお

願いいたします。 

 

 

 

その他 

12 月以降の転入生の方について 

引き渡しの準備ができましたら担任から個別に連絡いたします。それまでは授業では学校にある予備

機を貸し出して使います。 

使い始める時期について 

各学級担任から連絡帳等でいつから使うかお知らせさせていただきます。持ってくるように連絡があ

りましたら学校に持たせてください。 

画面保護シートについて 

画面保護シートを貼ってもよいか、という質問が寄せられています。画面保護シートはご家庭で貼って

いただいてもかまいませんが、修理や卒業・転出の際には剥がして返却していただく必要があります。ま

た、ブルーライトカット機能のある一部製品については日中の屋外での画面の視認性が下がってしまう

ことがありますのでご注意ください。 

タッチペンについて 

タッチペンの使用は任意です。学校では配布しませんので、必要に応じてご家庭でご用意ください。タ

ッチディスプレイは主に、iPadが採用している「静電容量式」と、ニンテンドー3DSなどが採用してい

る「感圧式」の 2 種類の方式があります。タッチペンを用意する際には方式にお気を付けください。 

３ 家庭で活用するとき 

・就寝する前に家の人にタブレットを預け、充電してもら

います。自分の部屋やベッドの周辺などで充電してはい

けません。 

 


